
学園は就業規則を守れ 

 ２月１８日、東筑紫学園の永末先生の就業規則

に基づく退職を求める裁判の第一回口頭弁論が小

倉地裁で行われました。永末先生は、退職に関する

規則「職員の定年は、次の満年齢の６０歳に達した

日より直後の３月３１日をもって定年退職とす

る」としており、４月１日生まれであるものの、自

身の定年について、事務局に学年的には１年長く

働けるが「令和６年でなく令和７年ですね」と確認

してきていました。ところが、学園は「令和６年の

退職日３ケ月前に退職」を通知し、団交でも頑なに

「規則に基づく退職見直し」を拒否したため裁判

となりました。退職の就業規則は、各会社で誕生日

の次の四半期や誕生月までなど様々あります。 

それを、これまで確認していたにもかかわらず

経営側の都合で恣意的に変えることは、労働者が

安心して働けなくなります。 

地区労連は、永末先生勝利のために連帯してた

たかいます。みなさんのご協力お願いします。 
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（１） 

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
格
差
は
、

地
方
を
進
路
と
し
て
選
ば
れ
に
く

く
な
る
。 

自
身
の
姉
が
関
東
圏
で
働
い
て

い
る
が
、
そ
の
理
由
は
希
望
す
る
仕

事
が
な
い
こ
と
と
賃
金
が
少
な
い

こ
と
と
述
べ
卒
業
後
に
徳
島
に
就

職
し
よ
う
と
考
え
た
が
、
徳
島
で
は

稼
げ
な
い
の
で
徳
島
を
出
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
、
と

最
賃
審
議
会
で
話
し
た
こ
と
も
大

き
な
見
直
し
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。 福

岡
県
の
労
働
局
に
も
深
刻
な

労
働
者
の
実
態
を
訴
え
る
こ
と
が

で
き
る
、
意
見
陳
述
の
場
を
求
め
て

い
く
運
動
も
訴
え
９
人
の
参
加
で

ビ
ラ
は
３
０
０
枚
配
布
し
ま
し
た
。 

 

２
月
１
０
日
北
九
州
春
闘
共
闘
・

地
区
労
連
は
、
小
倉
駅
で
最
低
賃
金

の
大
幅
引
き
上
げ
宣
伝
行
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。 

１
月
２
１
日
、
経
営
団
体
の
日
本

経
団
連
は
、
２
０
２
５
春
闘
の
経
営

側
の
指
針
「
経
営
労
働
政
策
特
別
委

員
会
報
告
」
を
発
表
し
、
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
を
念
頭
に
置
い
た
検
討
を
会

員
企
業
に
求
め
ま
し
た
。 

た
だ
し
、
実
質
賃
金
の
プ
ラ
ス
化

は
、
企
業
の
賃
上
げ
だ
け
で
は
困
難

と
も
書
か
れ
て
お
り
、
労
働
組
合
が

要
求
に
基
き
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
で
、

た
た
か
い
要
求
前
進
を
図
る
事
が

必
要
で
す
。 

全
労
連
は
、
月
額
で
３
万
２
千
円

以
上
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
経
団
連

の
報
告
は
、
１
万
８
千
円
の
要
求
も

「
き
わ
め
て
高
い
水
準
」
と
難
色
を

示
し
て
い
ま
す
。 

◆
く
ら
せ
る
最
賃
に 

 

最
低
賃
金
の
問
題
で
す
が
、
福
岡

県
の
最
賃
は
、
時
間
給
９
９
２
円
で

す
。
こ
の
額
で
一
日
８
時
間
、
月
２

１
日
、
働
い
て
１
７
万
円
程
度
で

す
。
こ
れ
で
は
安
心
し
て
健
康
に
く

ら
せ
ま
せ
ん
。 

福
岡
県
労
連
の
最
低
生
計
費
の

調
査
で
は
、
時
間
給
で
１
７
０
０
円

は
必
要
と
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。 

こ
の
結
果
を
も
と
に
、
春
闘
共
闘

は
福
岡
労
働
局
に
時
給
１
７
０
０

円
実
現
を
求
め
て
い
ま
す
。 

福
岡
の
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に

つ
い
て
は
、
福
岡
県
最
低
賃
金
審
議

会
が
決
め
ま
す
か
ら
、
県
へ
の
働
き

か
け
も
重
要
で
す
。
徳
島
県
で
は
、

県
知
事
が
審
議
会
に
対
し
て
、
周
辺

の
自
治
体
に
比
べ
最
賃
が
低
い
こ

と
が
、
人
口
流
失
の
一
因
に
な
っ
て

い
る
こ
と
、
大
幅
に
引
き
上
げ
す
る

た
め
に
県
と
し
て
中
小
支
援
な
ど

の
具
体
的
な
対
策
を
す
る
と
表
明

し
て
、
全
国
５
０
円
の
目
安
を
大
き

く
上
回
る
８
４
円
に
決
め
ま
し
た
。 

 ◆
労
働
者
の
声
を 

 

徳
島
県
の
最
低
賃
金
審
査
会
が
、

こ
の
引
き
上
げ
額
を
打
ち
出
す
た

め
、
徳
島
労
連
は
、
昨
年
８
月
に
あ

っ
た
最
賃
審
議
会
で
、
徳
島
県
の
民

間
病
院
で
働
く
大
学
卒
業
後
４
年

目
の
看
護
師
の
意
見
陳
述
に
取
り

組
み
ま
し
た
。 

こ
の
看
護
師
の
方
は
、
看
護
師
と

し
て
徳
島
で
働
い
て
い
る
が
、
同
じ

大
学
を
卒
業
し
て
、
神
戸
や
大
阪
で

働
く
友
人
の
話
を
聞
く
と
、
ボ
ー
ナ

ス
を
含
む
年
収
で
は
、
１
０
０
万
円

以
上
の
差
が
あ
る
、
同
じ
命
を
救
う

仕
事
を
し
て
い
る
の
に
、
こ
れ
だ
け

差
が
あ
る
と
、
給
料
の
良
い
都
会
で

働
く
方
が
よ
っ
ぽ
ど
親
孝
行
に
な

る
の
で
は
、
と
考
え
て
し
ま
う
、
と

訴
え
ま
し
た
。 

さ
ら
に
徳
島
で
は
、
将
来
の
労
働

者
と
な
る
大
学
生
の
意
見
も
聞
く

場
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

意
見
を
述
べ
た
大
学
生
は
、
東
京

の
よ
う
な
都
市
部
と
徳
島
の
よ
う

な
地
方
と
で
は
、
最
低
賃
金
の
地
域

間
格
差
が
あ
り
、
そ
の
格
差
は
広
が
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１
月
２
９
日
福
岡
高
裁
は
、
生
活

保
護
基
準
引
き
下
げ
違
憲
処
分
取

り
消
し
等
請
求
控
訴
事
件
で
、
各
処

分
の
違
法
性
を
認
め
取
り
消
す
と

い
う
原
告
勝
訴
の
判
決
を
言
い
渡

し
ま
し
た
。 

 

裁
判
の
傍
聴
席
に
は
、
定
数
を
大

き
く
上
回
る
１
０
０
人
を
超
え
る

支
援
者
が
集
ま
り
、
判
決
を
見
守
る

中
で
の
判
決
で
し
た
。 

 

裁
判
が
始
ま
っ
て
１
２
年
の
歳

月
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年

に
生
活
保
護
費
が
切
り
下
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
安
倍
自
民
党
の

公
約
に
厚
生
労
働
省
が
忖
度
し
、
不

当
な
物
価
下
落
の
調
査
の
も
と
切

り
下
げ
た
も
の
で
、
「
安
倍
政
治
を

許
さ
な
い
」
た
た
か
い
の
下
、
福
岡

県
労
連
も
積
極
的
に
「
い
の
ち
の
と

り
で
裁
判
」
の
運
動
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。 

 

◆
保
護
世
帯
の 

実
態
無
視
が
認
め
ら
れ
た 

  

今
回
の
判
決
は
、
生
活
保
護
者
の

生
活
実
態
に
合
わ
な
い
調
査
が
ダ

メ
と
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

１
２
年
前
、
国
は
物
価
下
落
が
約

４
，
８
％
に
な
る
こ
と
を
生
活
保
護

引
き
上
げ
の
理
由
に
し
ま
し
た
。 

そ
の
物
価
下
落
の
要
因
は
、
テ
レ

ビ
や
パ
ソ
コ
ン
・
エ
ア
コ
ン
な
ど
の

大
型
家
電
の
価
格
が
下
が
っ
た
こ

と
で
生
活
保
護
世
帯
の
消
費
動
向

と
一
般
世
帯
の
消
費
動
向
は
違
う

こ
と
が
、
厚
生
労
働
省
の
社
会
保
障

生
計
費
調
査
と
比
較
す
る
と
分
か

る
の
に
、
そ
の
調
査
が
信
頼
で
き
な

い
と
国
は
主
張
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

裁
判
所
は
、
サ
ン
プ
ル
数
か
ら
見
て

も
十
分
根
拠
と
で
き
、
参
考
に
す
べ

き
だ
っ
た
と
裁
判
所
が
認
め
勝
利

判
決
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

弁
護
団
は
、
「
当
該
の
人
の
消
費
実

態
を
見
て
と
の
主
張
」
が
認
め
ら

れ
、
最
高
裁
に
向
け
て
「
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
と
な
っ
た
判
決
と
評
価
し

ま
し
た
。 

 
 ◆

こ
の
流
れ
を
全
国
に 

  

１
２
時
か
ら
は
、
記
者
会
見
と
報

告
集
会
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。 

 

原
告
団
の
中
島
さ
ん
か
ら
は
、

「
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
記
者
か
ら
の
質
問

に
原
告
は
、「
物
価
高
騰
が
続
き
、
生

活
が
苦
し
い
。
ガ
ス
・
電
気
・
水
道

を
な
る
べ
く
使
わ
な
い
。
買
い
物
も

少
し
で
も
安
い
も
の
を
買
う
よ
う

に
し
て
い
る
」
と
謝
意
と
共
に
苦
し

い
生
活
の
実
態
を
訴
え
ま
し
た
。 

 

弁
護
団
は
、
こ
の
判
決
を
も
と
に

１
２
年
前
の
切
り
下
げ
、
減
額
を
取

り
消
さ
せ
る
。
生
活
保
護
水
準
を
見

直
し
、
物
価
高
騰
に
見
合
っ
た
改
定

に
つ
な
げ
て
い
く
運
動
を
強
め
た

い
。
１
月
３
１
日
は
、
院
内
集
会
も

あ
り
、
本
日
の
勝
利
判
決
を
報
告
し

た
い
、
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

飛
来
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
九
州

の
基
地
強
化
が
進
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
福
岡
県
内
の
築
城
基

地
で
米
軍
と
の
共
同
訓
練
や
大
分

に
は
、
ミ
サ
イ
ル
の
貯
蔵
施
設
が
配

置
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

 ◆
防
衛
力
強
化
で
国
民
に
大
増
税 

 

敵
基
地
攻
撃
能
力
を
保
有
す
る

こ
と
は
、
敵
か
ら
の
攻
撃
も
想
定
さ

れ
、
自
営
隊
の
司
令
部
は
地
下
に
移

す
計
画
を
来
年
度
ま
で
に
１
４
拠 

点
で
計
画
さ
れ
、
そ
の
費
用
は
７

２
６
億
円
計
上
さ
れ
ま
し
た
。 

政
府
は
、
軍
拡
財
源
の
確
保
の
た

め
、
法
人
税
を
２
０
２
６
年
４
月
か

ら
、
所
得
税
を
２
０
２
７
年
１
月
か

ら
引
き
上
げ
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
ま
す
。 

検
討
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
防
衛
特

別
法
人
税
」「
防
衛
特
別
所
得
税
」
と

の
名
称
で
す
。 

米
国
と
一
体
で
「
敵
基
地
攻
撃
能

力
」
の
保
有
・
強
化
や
司
令
部
の
地

下
化
で
市
民
の
命
が
守
れ
る
で
し

ょ
う
か
。
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
努
力

こ
そ
必
要
で
す
。 

 ◆
戦
争
の
犠
牲
は
、い
つ
も
市
民 

 

戦
争
の
犠
牲
に
な
る
の
は
、
子
ど

も
・
女
性
・
お
年
寄
り
、
市
民
で
す
。 

こ
れ
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
・
ガ

ザ
虐
殺
で
見
て
も
明
ら
か
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

ガ
ザ
侵
攻
は
、
や
っ
と
停
戦
と
段

階
的
な
人
質
開
放
が
す
す
ん
で
き

た
、
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ガ
ザ
で
は
、
４
万
６
千
人
以
上
の

パ
レ
ス
チ
ナ
人
が
犠
牲
に
な
り
、
さ

ら
に
多
く
の
人
が
逃
げ
ま
ど
っ
て

い
ま
す
。
米
国
は
、
国
連
の
ガ
ザ
停

戦
要
求
に
拒
否
権
を
行
使
し
て
残

虐
な
戦
争
を
支
え
て
い
ま
す
。 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
ロ
シ

ア
も
、
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
止
め

よ
」
の
決
議
を
拒
ん
で
い
ま
す
。 

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
・
パ
ナ
マ
運
河
、
カ
ナ
ダ
を

米
軍
が
支
配
す
る
と
言
い
だ
し
ま

し
た
。
こ
れ
で
は
戦
争
危
機
は
、
さ

ら
に
拡
大
す
る
恐
れ
が
生
ま
れ
ま

す
。 世

界
戦
争
の
危
機
が
深
ま
る
中

で
「
戦
争
放
棄
」
を
誓
っ
た
日
本
国

憲
法
が
輝
い
て
い
ま
す
。 

平
和
憲
法
を
活
か
し
、
平
和
へ
の

橋
渡
し
を
日
本
政
府
に
求
め
ま
す
、

と
参
加
者
は
、
世
界
に
誇
る
憲
法
を

守
る
た
め
の
署
名
を
呼
び
か
け
、
多

く
の
市
民
が
応
え
て
い
ま
し
た
。 

 

い
の
ち
の
と
り
で
裁
判
！
逆
転
勝
利
判
決 

平
和
憲
法
を
未
来
に 

２
月
１
日
憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー

は
、
小
倉
駅
で
宣
伝
・
署
名
行
動
を

取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
戦
後
そ
し
て
被
爆
８

０
年
の
年
で
す
。
今
年
こ
そ
平
和

憲
法
を
守
り
、
大
軍
拡
を
止
め
さ

せ
、
市
民
の
生
活
を
応
援
す
る
政

治
に
変
え
ま
し
ょ
う
。 

石
破
政
権
は
、
軍
事
費
を
過
去

最
高
の
８
兆
７
千
億
円
も
の
予
算

を
閣
議
決
定
し
て
い
ま
す
。 

１
１
年
連
続
で
過
去
最
大
の
膨

張
が
続
く
、
一
方
で
能
登
半
島
地

震
被
害
者
へ
の
救
済
・
支
援
は
十

分
と
思
え
ま
せ
ん
。 

岸
田
政
権
か
ら
安
保
３
文
書
見

直
し
で
、
相
手
国
領
内
の
拠
点
を

攻
撃
で
き
る
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」

の
保
有
・
強
化
を
す
す
め
、
昨
年
末

は
、
福
岡
空
港
に
オ
ス
プ
レ
イ
が
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２
月
２
日
ム
ー
ヴ
で
平
和
を
あ

き
ら
め
な
い
北
九
州
ネ
ッ
ト
の
総

会
が
７
０
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
活
動
の
振
り
返
り
で
は
、

「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
イ

ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
侵
攻
、
シ
リ
ア
情

勢
な
ど
戦
争
が
日
常
に
な
っ
て
い

る
。
日
本
国
内
で
は
、
自
民
党
の
裏

金
問
題
が
総
選
挙
で
自
公
を
過
半

数
割
れ
に
追
い
込
み
、
改
憲
勢
力
が

発
議
に
必
要
な
３
分
の
２
以
下
に

追
い
込
ん
だ
。
１
９
日
行
動
な
ど
で

自
民
党
の
裏
金
問
題
や
ガ
ザ
攻
撃

反
対
の
宣
伝
は
、
反
応
も
良
か
っ

た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
就
任
し
、

軍
事
的
緊
張
が
心
配
さ
れ
る
な
か
、

日
本
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
憲
法
九

条
に
基
づ
き
友
好
関
係
を
築
き
友

好
・
共
存
を
目
指
す
こ
と
で
、
そ
の

た
め
に
引
き
続
き
運
動
を
取
り
組

む
」
と
池
上
弁
護
士
か
ら
報
告
さ
れ

ま
し
た
。 

 

◆
専
守
防
衛
を
壊
し
た
岸
田
政
権 

  

記
念
講
演
で
は
、
防
衛
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
半
田
滋
氏
が
、
「
日
本
の

被
団
協
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
。
日
本
も
核

兵
器
禁
止
条
約
に
加
盟
、
せ
め
て
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し
て
と
の
思
い

が
あ
る
。
ド
イ
ツ
や
ベ
ル
ギ
ー
は
参

加
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘
の
下

で
禁
止
条
約
に
参
加
で
き
な
い
が

将
来
的
に
参
加
必
要
と
自
国
の
主

張
を
話
し
て
い
る
。
日
本
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｔ
に
協
力
し
て
い
る
と
い
う
が
、
核

保
有
国
は
軍
縮
に
向
き
合
っ
て
な

く
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
、
機
能
し
て
い
な
い
」

と
講
演
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
全
面
協
力

す
る
道
筋
は
、
特
定
機
密
保
護
法
・

安
全
保
障
関
連
法
・「
共
謀
罪
」
法
を

安
倍
政
権
が
強
行
し
、
菅
政
権
で

「
土
地
利
用
規
制
法
」
の
４
つ
の
法

律
で
憲
法
九
条
が
「
海
外
で
武
力
行

使
し
な
い
」
と
い
う
柱
を
安
保
関
連

法
で
「
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
へ

の
攻
撃
を
存
立
危
機
事
態
」
と
み
な

し
、
海
外
で
の
武
力
行
使
、
つ
ま
り

集
団
的
自
衛
権
行
使
で
き
る
と
な

り
、
無
力
化
し
て
き
た
。 

 

さ
ら
に
「
専
守
防
衛
」
ま
で
も
切

り
崩
し
た
の
が
「
岸
田
政
権
」
で
、

安
保
３
文
書
見
直
し
を
閣
議
決
定

し
、「
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
」
を

「
反
撃
能
力
」
と
言
い
換
え
「
先
制

攻
撃
」
を
可
能
と
し
た
。 

 

「
防
衛
費
は
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
％
」

と
倍
増
す
る
た
め
、
５
年
間
で
防
衛

費
４
３
兆
円
。
不
足
す
る
財
源
は
増

税
な
ど
で
賄
う
、
と
し
て
い
る
。 

 

◆
膨
張
す
る
兵
器
ロ
ー
ン 

  

来
年
度
の
防
衛
予
算
は
、
８
兆
７

千
億
円
と
、
３
年
間
で
３
兆
３
千
億

円
も
増
え
て
い
ま
す
が
、
高
額
装
備

品
の
取
得
費
を
分
割
払
い
す
る
実

質
的
な
ロ
ー
ン
、「
後
年
度
負
担
」
の

新
規
分
は
６
兆
８
９
５
３
億
円
も

あ
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。 

 

兵
器
ロ
ー
ン
の
総
額
は
、
「
対
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
２
％
（
約
１
１
兆
円
）
」
を
超

え
て
お
り
、
毎
年
度
借
金
に
追
わ
れ

る
自
転
車
操
業
状
態
で
他
の
項
目

を
圧
迫
し
ま
す
。 

 

防
衛
産
業
へ
の
天
下
り
も
問
題

で
す
。
三
菱
重
工
に
１
９
人
、
川
崎

重
工
１
２
人
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
１
６
人
、
三

菱
電
機
１
２
人
、
富
士
通
９
人
が
防

衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
天
下
り
し
、
契

約
額
が
２
．
３
倍
か
ら
３
．
７
倍
へ

と
爆
増
し
て
い
ま
す
。 

 

米
軍
で
廃
棄
さ
れ
る
よ
う
な
兵

器
を
自
衛
隊
の
要
求
が
無
く
て
も

政
治
案
件
と
し
て
買
わ
さ
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク

は
、
海
に
囲
ま
れ
る
日
本
で
は
、
海

上
監
視
用
の
無
人
機
が
必
要
な
の

に
陸
上
用
無
人
機
で
３
機
６
２
９

億
円
、
さ
ら
に
毎
年
の
維
持
費
が
１

２
０
億
円
で
３
０
億
円
が
米
人
技

術
者
の
人
件
費
で
す
。 

 

日
米
同
盟
を
大
切
に
す
る
に
し

て
も
、
こ
れ
は
問
題
だ
と
国
会
で
追

及
す
べ
き
で
す
。 

 

◆
台
湾
有
事
は
、 

本
当
に
日
本
の
有
事
な
の 

  

九
州
・
南
西
諸
島
に
ス
タ
ン
ド
・

オ
フ
防
衛
能
力
の
配
備
と
し
て
、
奄

美
・
宮
古
・
石
垣
・
沖
縄
本
島
へ
の

ミ
サ
イ
ル
網
が
構
築
さ
れ
、
福
岡
や

大
分
な
ど
の
自
衛
隊
も
強
化
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

米
国
の
「
戦
略
国
際
問
題
研
究

所
」
は
、
台
湾
有
事
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
中
国
軍
が
台
湾
へ
の
上

陸
作
戦
の
実
行
を
想
定
し
た
図
上

演
習
で
「
米
軍
が
即
座
に
参
戦
し
、

日
本
が
米
軍
の
国
内
基
地
使
用
を

容
認
し
、
参
戦
す
る
」、
中
国
側
か
ら

み
れ
ば
「
米
軍
の
出
撃
を
認
め
た
日

本
の
基
地
だ
け
で
な
く
、
民
間
空
港

や
民
間
港
湾
が
攻
撃
さ
れ
、
壊
滅
的

打
撃
を
受
け
る
」
と
見
解
を
示
し
て

い
ま
す
。 

 

政
府
の
言
う
「
敵
基
地
攻
撃
能
力

の
保
有
」
で
、
抑
止
を
高
め
れ
ば
安

全
に
な
る
と
い
う
主
張
は
、
一
方
的

な
も
の
で
、
軍
事
力
強
化
は
東
ア
ジ

ア
の
不
安
定
化
を
呼
び
込
む
。 

 

「
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
」
に
は
、

予
算
が
必
要
で
、
５
年
後
不
足
す
る

防
衛
費
４
兆
円
の
う
ち
、
１
兆
円
は

増
税
で
、
と
い
う
が
全
額
増
税
の
可

能
性
も
あ
る
。 

 

台
湾
有
事
の
戦
場
は
、
日
本
と
台

湾
で
あ
り
、
米
国
や
中
国
で
は
な

い
。
対
米
支
援
は
自
滅
に
等
し
い
。 

 

そ
う
考
え
れ
ば
、「
米
国
第
一
」
の

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
す
り
寄
る
の
で

な
く
、
自
立
外
交
・
自
主
防
衛
を
検

討
す
る
こ
と
が
大
事
。 

 

そ
の
た
め
に
も
国
会
が
少
数
与

党
の
現
状
を
力
に
日
米
同
盟
を
尊

重
し
つ
つ
も
、
無
駄
な
兵
器
を
買
わ

せ
な
い
、
軍
事
産
業
へ
の
無
駄
遣
い

を
止
め
さ
せ
る
、
そ
ん
な
運
動
を
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
、
と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。 

防
衛
費
倍
増
は
国
民
負
担
で 

北
九
州
争
議
団
共
闘
会
議
（
議
長
・

中
村
忠
徳
北
九
州
地
域
一
般
労
働

組
合
委
員
長
）
が
支
援
し
て
き
た

「
明
治
学
園
不
当
配
転
闘
争
」
が

和
解
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し
ま

し
た
。
２
月
５
日
、
学
校
法
人
明
治

学
園
、
永
井
先
生
、
全
国
私
教
連
、

福
岡
私
教
連
の
４
者
は
「
覚
書
」
に

署
名
し
、
２
０
２
２
年
３
月
以
降
、

約
３
年
間
た
た
か
わ
れ
て
き
た
不

当
配
転
を
め
ぐ
る
争
い
に
終
止
符

が
打
た
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
北
九

州
争
議
団
共
闘
会
議
は
地
裁
第
一

審
判
決
以
降
、
積
極
的
に
こ
の
争

議
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
永
井
先
生
は
４
月
１
日
か
ら

明
治
学
園
の
数
学
教
諭
と
し
て
教

壇
に
戻
り
ま
す
。
お
め
で
と
う
！

永
井
先
生
。 

  

明
治
学
園 

 

不
当
配
転
闘
争
終
結
へ
！ 

 

永
井
先
生
教
壇
へ
復
帰
！ 
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    黒崎合同法律事務所 

       横光 幸雄 弁護士 

１
．
労
働
委
員
会
と
は 

労
働
委
員
会
は
、
労
働
者
が
団
結

す
る
こ
と
を
擁
護
し
、
労
働
関
係

の
公
正
な
調
整
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
機
関

で
す
。
（
労
働
組
合
法
１
９
条
） 

中
央
労
働
委
員
会
（
国
の
機
関
）

と
都
道
府
県
労
働
委
員
会
の
２

種
類
が
あ
り
ま
す
。
労
働
委
員
会

の
委
員
は
公
益
委
員
と
労
働
委

員
と
使
用
者
委
員
の
３
人
で
構

成
さ
れ
ま
す
。 

労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
組
合
と

使
用
者
と
の
間
の
集
団
的
労
働

紛
争
を
解
決
す
る
た
め
、
労
働
争

議
の
調
整
（
あ
っ
せ
ん
、
調
停
、

仲
裁
）、
不
当
労
働
行
為
の
審
査
、

労
働
組
合
の
資
格
審
査
な
ど
を

行
い
ま
す
。 

２
．
不
当
労
働
行
為
の
救
済
申
立 

こ
の
よ
う
に
労
働
委
員
会
は
、
憲

法
２
８
条
で
保
護
さ
れ
た
労
働

者
の
団
結
権
の
実
効
を
確
保
す

る
た
め
の
制
度
で
、
団
結
権
が
侵

害
さ
れ
た
場
合
は
不
当
労
働
行

為
と
し
て
救
済
命
令
を
出
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
団
結
権
が
侵
害

さ
れ
不
当
労
働
行
為
と
さ
れ
る

場
合
の
例
示
は
以
下
の
通
り
で

す
。 

３
．
不
利
益
取
扱
い
（
労
組
法
７
条

１
号
） 

労
働
組
合
員
で
あ
る
こ
と
や
、
労

働
組
合
を
結
成
し
よ
う
と
し
た

こ
と
、
労
働
組
合
に
入
ろ
う
と
し

た
こ
と
を
理
由
に
、
そ
の
労
働
者

を
不
利
益
に
取
り
扱
う
こ
と
は

明
白
な
不
当
労
働
行
為
で
あ
り

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
解
雇
、
配

転
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
査
定
な
ど

あ
ら
ゆ
る
不
利
益
取
扱
い
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
。 

４
．
団
交
拒
否
（
労
組
法
７
条
２
号
） 

正
当
な
理
由
な
く
団
体
交
渉
を

拒
否
す
る
こ
と
も
団
結
権
の
侵

害
で
す
。
参
加
人
数
や
時
間
な
ど

を
一
方
的
に
制
限
し
た
り
交
渉

は
開
催
し
た
も
の
の
必
要
な
資

料
を
示
さ
な
か
っ
た
り
、
の
ら
り

く
ら
り
対
応
し
て
交
渉
を
進
展

さ
せ
な
い
よ
う
な
態
度
も
不
誠

実
な
団
交
と
い
う
こ
と
で
２
号

に
該
当
し
ま
す
。 

５
．
支
配
介
入
（
労
組
法
７
条
３
号
） 

使
用
者
が
労
働
組
合
の
運
営
に

介
入
し
た
り
労
働
組
合
か
ら
の

脱
退
を
勧
め
た
り
、
組
合
の
悪
口

を
言
い
ふ
ら
し
た
り
す
る
こ
と

も
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
御
用
組

合
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

組
合
に
対
し
経
費
を
援
助
す
る

な
ど
の
便
宜
供
給
す
る
こ
と
も

許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

６
．
労
働
委
員
会
へ
の
申
立
等
を
理

由
と
す
る
不
利
益
取
扱
（
労
組
法

７
条
４
号
） 

労
働
組
合
を
保
障
す
る
べ
き
労

働
委
員
会
へ
の
申
立
等
を
理
由

に
し
て
不
利
益
取
扱
い
を
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
な
い
の
は
当
然

の
こ
と
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

７
．
使
用
者
か
ら
上
記
の
よ
う
な
組

合
活
動
へ
の
妨
害
が
あ
っ
た
場

合
、
組
合
は
す
み
や
か
に
労
働
委

員
会
に
申
立
を
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
た
だ
実
際
は
北
九
州
の

場
合
、
労
働
委
員
会
が
福
岡
市
内

に
あ
る
た
め
北
九
州
市
内
で
発

生
し
た
不
当
労
働
行
為
に
つ
い

て
福
岡
県
労
働
委
員
会
に
申
立

す
る
ケ
ー
ス
は
あ
ま
り
多
く
な

い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
福
岡
県

労
連
は
、
労
働
者
委
員
の
一
部
を

連
合
推
薦
か
ら
県
労
連
推
薦
の

委
員
に
変
更
さ
せ
る
な
ど
労
働

委
員
会
の
活
性
化
に
尽
く
し
て

き
て
お
り
、
せ
っ
か
く
の
労
働
委

員
会
を
で
き
る
限
り
有
効
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

★
映
画
と
読
書
の
す
ゝ
め 

 
 

村
田 

紗
耶
香 

「
コ
ン
ビ
ニ
人
間
」 

（
文
春
文
庫
） 

 
 

今
月
は
な
か
な
か
お
す
す
め
の

本
が
決
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
つ

も
思
い
つ
き
・
気
楽
に
お
勧
め
し
て

い
る
の
に
．
な
ぜ
か
？
と
い
う
わ
け

で
？
村
田
沙
耶
香
さ
ん
の
２
０
１

６
年
に
文
芸
雑
誌
「
文
學
界
」（
６
月

号
）
で
発
表
さ
れ
た
短
編
小
説
で

す
。
第
１
５
５
回
（
２
０
１
６
年
）

芥
川
賞
受
賞
作
。
２
０
１
８
年
に
文

庫
版
。
も
う
読
ま
れ
た
方
も
た
く
さ

ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
が
「
気
が
付

い
た
ん
で
す
。
私
は
人
間
で
あ
る
以

上
に
コ
ン
ビ
ニ
店
員
な
ん
で
す
。
人

間
と
し
て
い
び
つ
で
も
、
た
と
え
食

べ
て
行
け
な
く
て
の
た
れ
死
ん
で

も
、
そ
の
こ
と
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い

ん
で
す
。
私
の
細
胞
全
部
が
、
コ
ン

ビ
ニ
の
た
め
に
存
在
し
て
い
る
ん

で
す
」
と
主
人
公
の
言
葉
。「
普
通
と

は
何
か
」
を
問
い
か
け
る
作
品
で

す
。
作
者
が
コ
ン
ビ
ニ
で
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
て
い
た
経
験
が
元
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

  

さよなら原発北九州集会開催 
 

 ３月９日勝山公園図書館横で１３時から、「原発

なくせ」の集会が開催されます。 

 東日本大震災・福島原発事故から１４年経ちます

が、今も故郷に帰れない方は、数万ともいわれてい

ます。被爆の実相、災害対策を知ることが、原発を

無くすことにつながります。 

みなさんの参加をお待ちしています。 

 


